
 

 

活かすもただすも『クセ』 

 

７月に入ってカラッとした天気が続いてく

れればよいと心から祈っています。 

私事で恐縮ですが、生来の癖っ毛が梅雨時にな

ると嬉しくない感じで大活躍してくれるので

す。 

直毛の人たちは「そのクセがうらやましい」な

んて言ったりもします。 

美容師さんもクセを活かしたスタイルなどを

勧めてくれます。 

ストレートパーマや短髪にすれば良いとの声

もありますが、なんだか負けを認めるみたいで、

いつも通りの髪型を意固地に維持している私

がいます。 

なにやら被害者的な気持ちのまま、湿度と闘う

時期が梅雨時なのです。 

私の髪質などは半ばあきらめてしまっていま

すが、人は、どうしてもあきらめられない、納

得がいかないときに被害者的な気持ちになる

ことがあります。 

 

カウンセリングの中でよくお聴きするのは、

ほとんどが『どうしようもない』と頭ではわか

っていることを、『どうしてもおさめられない』

気持ちに苦しんでいるお話しです。 

 

例えば、後輩の方が自分よりも先に出世した

ことを、頭では「相手の実力だ」とわかってい

ても、「どうして自分は認めてもらえないのか」

という気持ちがいつまでも湧いてきて眠れな

くなる人がいます。葛藤する日々が続くうちに、

なんだか仕事に行くことが億劫になってしま

います。そんな自分自身を「ばかじゃないか、

しっかりしろ」などと叱りながら、

また一方で「やはり、こんなダメな自分を職場

は必要としていない」と後ろ向きな考えばかり

が浮かびます。気がつくと二週間仕事を休んで

いました。 

 

また逆に、職場の上司から長年の功績を認め

られ、責任者の立場を与えられた人が、翌日か

ら職場を休むということもあります。ご本人に

言わせれば「自分は人の下で指示を出されて働

きたいのに、上に立って責任を取らされること

を考えると怖くて職場に行かれない」のだそう

です。 

上司の方からすれば、出世をずっと断り続け

ていたその人の控えめな性格や、周囲との年齢

的なバランスなども考慮し、良かれと思っての

提案でした。 

そのことを「良い話しだと」わかってはいても、

どうしても人の上に立って仕事をすることの

プレッシャーに耐えられず、ついに体調を崩し

てしまい職場を去られました。 

 

私は実際にこのような人たちと毎日のよう

にお会いしています。 

他の人からすれば「何故そんなことぐらい

で？」と思われることですが、ご本人たちから

すれば身体に症状が出てしまうほど苦しんで

おられます。 

何よりつらいのが、「自分でも、何故こんな

ことぐらいで？」と考えているところです。だ

から、頭ではわかっているのです。だから自分

のことを恥ずかしいと考えて誰にも言えませ

ん。孤独の中で自分自身を責め続けるうちに身

体まで壊してしまわれます。 

 

 

 



そして私たちも人ごとではありません。自分

以外の人から見れば、大した問題でもないこと

を、頭ではそうだなと理解しながら、気持ちは 

納得できていないということは日々経験して

いるのではないでしょうか。 

大抵はどこかで見切りをつけて仕方ないと開

き直れるのですが、引きずってしまうこともあ

ります。 

 

人が頭で考えていることと、気持ちで感じて

いることがずれていることは結構あります。 

『本音（気持ち）と建前（考え）』という言い

方もしますが、こういう表裏を使い分けること

ができるのは相手がいるからです。他者との関

係や所属する集団のルールに沿った『建前』を

相手に見せることを社会性などと呼びます。そ

してそんなことは関係なく自分が感じるのが

『本音』ですが、この本音に自分で気がつけて、

認めることができることを『こころの健康』と

呼びます。『本音と建前』が同じということも

あり得ますし、全く逆のことになってしまうこ

ともあり得ます。 

 そして、先のお二人の例の方々のようなまじ

めな性格の人ほど、『本音と建前』を無理に同

じにしようとしていることがあります。 

 

カウンセリングの中でできることは、まず

『本音と建前』を話していただくことです。 

「後輩の出世は祝ってあげたいけれど、自分が

評価されていない気がしてつらい」ことを受け

入れられるようになるためには、『何もかも正

直に話してもよい相手』が必要でした。 

「人の下で働くとか、上に立って働くとか関 

係なく、自分のできることをやる』という気 

持ちになられるためにも『何もかも正直に話す

相手』が必要でした。 

 

人が正直に自分の考えや気持ちを話すこと

ができたとき、自分の矛盾を許すことができま

す。人は強さと弱さを矛盾しながら同時に持っ

ています。それを人は自然に人とのかかわりの

なかで調和させています。しかし、何らかの事

情で一人で抱えてしまねばならない時にバラ

ンスが取れなくなってしまうのです。 

 

 先天的か後天的かは、わかりませんが、誰

にでも『考え方や感じ方のクセ』のようなもの

があるようです。その『クセ』を活かしている

人もいれば、『クセ』を矯正することで生きや

すくなる人もいます。例に挙げたお二人は、ま

じめ過ぎて頑なに自分を責めてしまう『クセ』

がありました。お二人のような状況になっても、

相手を責めるという『クセ』を持っている人は

また違った生きづらさと向かい合うことにな

ります。 

 

そのうち『相手を責める』ことで苦しんでお

られる人のお話しもしてみたいと思います。 
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